
☞　９月定例会　一般質問に６人登壇

☞　研修報告　行革自立の町と原発被害を視察

☞　インタビュー「かるまい町に住んでみて」

11

18

24

主な内容

防火の気持ちここに誓う☞　特集〔町の魅力づくり〕

　住みたくなる町へ 創意と工夫を ２ 消防演習で見事な軽可搬ポンプ

操法を披露した消防クラブ員。

日ごろの練習で操作技術はもち

ろん、防火への気持ちも同時に

育みます。誓いの心ここにあり！

（平成 30 年９月 16 日；小玉川少年消防クラブ）

かるまい　議会だより
№ 215

平成 30 年 10 月 31 日

　岩手県 軽米町議会
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住
み
た
く
な
る
町
へ

ハ
イ
キ
ュ
ー
!!
来
町
者
に
聞
く

　９月定例会（第 27 回定例会）は、９月３日か
ら 14 日までの 12 日間の会期で開かれました。
平成 29 年度一般会計と特別会計、水道事業会計
の決算について承認しました。ほかに教育委員任
命への同意、30 年度補正予算４件、追加提案さ
れた和解案と補正予算をすべて可決しました。
　町の予算で行われるまちづくりについて、今回
の特集では町の魅力づくりを考えます。　

特集

町の魅力

特　

集　

記　

事

９　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

特　

集　

記　

事

９　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

す
。
将
来
、
帰
郷
希
望
者

や
新
た
に
町
に
移
り
住
ん

で
も
ら
う
た
め
に
は
、
住

み
た
く
な
る
環
境
づ
く
り

も
必
要
で
す
。

　

漫
画
「
ハ
イ
キ
ュ
ー
!!

」
の
聖
地
と
し
て
町
を
訪

れ
る
方
は
日
本
全
国
、
海

外
を
問
わ
ず
年
々
増
え
、

中
に
は
10
回
以
上
と
い
う

リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
ま
す
。

案
内
所
を
運
営
す
る「
わ
・

か
る
ま
い
」（
堀
米
孝
太

郎
代
表
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
軽
米
に
移
り

移
住
希
望
者
に
も

住
み
や
す
い
町
に

〔軽米高校文化祭に来ていた「ハイキュー !!」ファンにお聞きしました〕
＊質問：来町回数は？　町の印象　町に住みたいと思いますか？　これからどんな企画に期待しますか？　など

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計

決
算
で
は
、
昨
年
度
一
年

間
で
67
億
４
千
万
円
余
り

が
使
わ
れ
ま
し
た
。
町
内

で
暮
ら
す
私
た
ち
が
日
々

生
活
す
る
た
め
の
予
算
も

あ
れ
ば
、
将
来
の
町
づ
く

り
の
た
め
、
ま
た
人
口
減

少
を
解
消
す
る
た
め
の
事

業
も
必
要
で
す
。

　

進
学
や
就
職
の
た
め
町

外
で
暮
ら
し
て
い
る
方
は

た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、
結

婚
や
仕
事
で
町
に
転
居
し

て
来
ら
れ
る
方
も
い
ま

　聖地巡礼で軽米に来てくれたファンに

「もっと軽米を知ってもらいたい」「何回も

来てもらえるように」と始めた聖地案内活

動。遠方からのファンの多くは、豊かな自

然環境と優しい町民との触れ合いで「軽米

ファン」になり、第二の故郷として親しん

でくれています。よそ者だからこそ気づく

軽米の「魅力」という種が、これからの軽

米に花を咲かせることを期待しています。

　　　ふるさと応援隊

　　　わ ・ かるまい

堀米 孝
こう

太
た

郎
ろう

 さん

（緑ケ丘、63 歳）

ハ
イ
キ
ュ
ー
関
連
の

来
町
者
は
増
加
傾
向

▲観光の要、雪谷川ダム
フォリストパーク・軽米

松井のい子さん（東京・板橋区）
２回目です。町の人がすごい親
切で、挨拶が気持ちいいです！　
住んでみたい気もあるけど難し
いかな。

山崎絵美さん（埼玉・さいたま市）
５回目ぐらいかな。働くところさえ
あれば住んでみてもいいかな。町と
ファンとで芋煮会をやれれば楽しい
と思います。

今　信子さん（埼玉・志木市）
２回目。優しい人柄と町の雰囲気が
好きですね。交通手段は考えるけど、
歳とともに住みたくなる感じがしま
す。町のグッズ商品を販売してほし
いです。

　平石　彩さん（茨城・筑西市）
初めて来ました。町に住むとしたら仕事と交通手
段が必要かな。町独自のイベントやグッズ（関連
商品）が欲しいですね！

　関根理恵さん（埼玉・川越市）
５回目になります。ことしも軽米高校に来る
ことができて嬉しいです。住むところがあれ
ば町に住んでも良いかなと思っています。

田崎佳歩さん・田中沙季さん（大阪・茨木市）
初めて来ました。皆さんがあたたかく迎い入れて
くれて嬉しかった。住んでみたいとも思います、
交通の便さえ良ければ。イベントには満足してい
ますが、更に何回かあればもっと良いですね。

創
意
と

工
夫
を

住
ん
で
も
良
い
と
の
回
答

も
あ
り
ま
す
。
仕
事
や
住

ま
い
な
ど
解
決
す
べ
き
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、「
ハ

イ
キ
ュ
ー
!!
」
の
例
か
ら

も
町
の
「
魅
力
」
は
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
町
職
員
採
用
試

験
に
合
格
し
て
も
辞
退
す

る
方
も
い
ま
す
。
軽
米
に

帰
郷
し
た
い
と
思
う
方

や
、
逆
に
戻
り
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
る
方
、
ど
こ

か
移
住
先
を
探
し
て
い
る

方
が
様
々
い
る
中
で
、
一

人
で
も
多
く
軽
米
に
住
ん

で
も
ら
う
に
は
何
が
必
要

か
。
こ
れ
を
機
に
皆
さ
ん

も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

町づくりには人が必要不可欠
　☞ 子どもたちが戻りたくなる魅力づくりを

ぎかいの視点

　　　Ｈ 27　Ｈ 28　Ｈ 29　Ｈ 30

310 人
(8 〜 12 月 )

967 人

1,403 人 1,340 人
(1〜 10 月 )

ハイキュー !! 関連来町者の推移
※Ｈ 29 は軽高祭を含まない

【わ・かるまい調べ】

▲町の農産物、特産品、食材などの魅力を一堂に集めＰＲする
　「食フェスタ in かるまい」

 　 　　　29 年度決算の概要次は

イベントの
開催に期待 ファンとの

芋煮会も！

町のグッズ
商品販売を

軽米町には
５回目です

住んではみ
たいけど…

住むには仕
事があれば

👈👈

ふるさと応援隊
わ・かるまい
平成 28 年設立。
聖地巡礼で町を
訪れる方への案
内所（大町）開
設を町から受
託。町内の案内
や交流会開催な
どを行っている

魅力の種が花咲くことを期待

　町職員採用試験で合格辞退者が続いている現状を重
く受け止め、早期に対策を講じるべきです。辞退の要
因は何か。職場環境に魅力がないのか、まちづくりに
興味がないのか、民間重視など様々あると思われます。
　一方で、帰郷を希望されている方にはチャンスかも
しれません。知識と経験を生かして、まちづくりに取
り組もうとする方を応援したいものです。
　町づくりは人がいなければ進められません。町の魅
力づくりこそが、移住人口増へつながると確信します。

職
員
採
用
に
辞
退
も

定
住
に
何
が
必
要
か
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 　 　　　29 年度の目玉事業
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問
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活　

動

民生費　21.6％
14 億 5390 万円

教育費　10.3％
6 億 9389 万円

その他　0.1％
　　48 万円

議会費　1.5％
　9886 万円

公債費　10.8％
7 億 2838 万円

衛生費　8.6％
5 億 7854 万円

土木費　7.8％
5 億 2742 万円

農林水産業費 5.4％
3 億 6730 万円

消防費　4.3％ 　 
2 億 9054 万円

支 出
（ 歳 出 ） 総務費　17.0％

11 億 4900 万円

商工費　3.0％
2 億 520 万円

町が借りたお金

の返済費用

道路や町営住宅

の整備等の費用

学校運営や生涯

学習活動の費用

バス運行や地域

活動等の費用

保育園、医療費

給付等の費用

検診やごみ収集等の費用

農林畜産業振興の費用

地方交付税　39.8％
28 億 8564 万円

国・県支出金 17.7％ 
12 億 8477 万円

町債　11.8％
8 億 5720 万円

譲与税・交付金　3.9％
2 億 8201 円

依存財源

　73.2％
国 や 県、 借 入
金で賄う収入

繰入金　3.7％
 2 億 6437 万円

　町税　11.6％　
　8 億 4396 万円

 諸収入　2.4％
 1 億 7247 万円その他 9.1％

6 億 6094 万円

国や銀行から

借りるお金

国や県からの

補助金・委託金

地方消費税など国からの交付金等

行政の格差をなくす

国からの交付金

町民の皆さんが納める

町民税、固定資産税など

基金などから

持ってくるお金

町で集めた収入

自主財源

　26.8％

収 入
（ 歳 入 ）

※歳入歳出とも 1万円未満は切り捨て
※グラフ中の「％」は構成比を表す

　平成 29年度会計別決算の状況
会計区分 歳入（収入） 前年度比較 歳出（支出） 前年度比較 結果

一般会計 72 億 5139 万円 6 億   557 万円 67 億 4036 万円 6 億   355 万円 認定

特
別
会
計

国民健康保険 15 億 4658 万円 △ 1082 万円 15 億 2496 万円 △ 2556 万円 認定
下 水 道 事 業 1 億 5338 万円 22 万円 1 億 4888 万円 13 万円 認定
介 護 保 険 6283 万円 △ 866 万円 6108 万円 △ 882 万円 認定

後期高齢者医療 8787 万円 174 万円 　8747 万円 140 万円 認定
特別会計の合計額 18 億 5068 万円 △ 1752 万円 18 億 2240 万円 △ 3284 万円 ―

　※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てていますので、合計とは一致しません。

　

９
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
平
成
29
年
度

軽
米
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
（
松
浦
満
雄
委
員
長
）
で
は
、
９

月
10
日
か
ら
の
３
日
間
、
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
に
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全

て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
概
要
を

表
と
グ
ラ
フ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水道事業会計
収益的 3 億 8817 万円 △ 1180 万円 3 億 4408 万円 △ 1676 万円

認定
資本的 1 億   592 万円 △ 6088 万円 2 億 6731 万円 △ 1 億   912 万円

平成 25 年度　26 年度　27 年度　28 年度　29 年度

62 億 7620 万円
67 億 4036 万円

72 億 4769 万円
71 億 2025 万円

５年間の一般会計歳出決算の推移

61 億 3681 万円 災害復旧費　9.6％
6 億 4681 万円

決算審査意見
（平成 30 年 9 月 3 日本会議場）

竹下 光
み つ お

雄
代表監査委員

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決

算
は
実
質
収
支
が
４
億
８
千

万
円
余
り
の
黒
字
で
、
単
年

度
収
支
も
約
１
億
５
千
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
の
一
般
会
計
法
定
外
繰
入

は
７
８
８
０
万
円
、
前
年
度

比
で
２
３
８
０
万
円
増
加
し

た
。
30
年
度
か
ら
県
が
運
営

主
体
と
な
り
、
町
民
へ
の
周

知
を
図
ら
れ
た
い
。

　

基
金
残
高
は
主
要
３
基
金

と
も
減
少
し
前
年
度
比
で
約

８
５
０
０
万
円
の
減
。
財
政

健
全
化
は
早
期
健
全
化
基
準

か
ら
は
良
好
だ
が
、
今
後
の

施
設
建
設
等
に
向
け
引
き
続

き
健
全
化
に
努
め
て
ほ
し

い
。

　

収
入
未
済
額
の
解
消
、
不

納
欠
損
処
理
に
は
厳
正
に
対

処
さ
れ
た
い
。
ま
た
補
助
金

支
出
に
あ
た
っ
て
は
受
益
者

負
担
の
公
平
性
か
ら
応
分
の

負
担
を
求
め
ら
れ
た
い
。

　

職
員
採
用
で
は
辞
退
者
な

く
人
材
を
確
保
し
、
再
任
用

職
員
は
そ
の
力
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
も
勤
務
体
系
の
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

新
軽
米
町
総
合
発
展
計
画

は
後
期
計
画
の
折
り
返
し
を

迎
え
る
。
事
業
の
見
直
し
、

重
点
施
策
へ
の
配
分
を
検
討

し
な
が
ら
推
進
さ
れ
た
い
。

今
後
の
事
業
に
向
け

引
き
続
き
健
全
化
を

平成 29年度一般会計収支内訳

台風被害等災害

からの復旧費用
25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

■町債残高の推移【増加傾向】
平成 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度

69 億 1023 万円 69 億 4087 万円 71 億 2196 万円 73 億 5641 万円 75 億 3337 万円

主要３基金内訳 平成 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度
財政調整基金 12 億 9257 万円 15 億 5572 万円 16 億 4987 万円 12 億 9503 万円 12 億 5356 万円
町債減債基金 6297 万円 5959 万円 5631 万円 5294 万円 4955 万円
ふるさとづくり振興基金 4 億   789 万円 4 億   802 万円 4 億   814 万円 3 億 5927 万円 3 億 1830 万円

合　計 17 億 6344 万円 20 億 2333 万円 21 億 1433 万円 17 億   725 万円 16 億 2142 万円

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

■主な基金残高の推移【減少傾向】

■実質公債費比率の推移【低下・改善傾向】

〔実質公債費比率〕
借入金にあたる起債を行
う場合の財政指標の一つ
で、比率が高いほど硬直
性が高いことを示す

〔町債〕町の借入金

〔経常収支比率〕
財政構造の弾力
性を表す指標で、
比率が高いほど
経常剰余財源が
少なく、財政の
硬直化が進んで
いることを示す

軽米町

軽米町

県平均

県平均

20 億円

0 円

75 億円

70 億円

65 億円

8.9

20％

15

10

5

0

95％

90

85

80

75

88.7

グラフと数字で見る平成 29 年度の財政状況

29 年度会計 決算すべてを  認定  
次は👈👈

採
用
辞
退
者
解
消
と

再
任
用
職
員
活
用
を

※１万円未満は切り捨てています

■経常収支比率の推移【上昇・悪化傾向】

10 億円
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 　 　　　討論と採決結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9 月 10 日、 11 日、 12 日の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決算等審査特別委員会から
　　平成 29 年度一般会計決算への主な   質 疑

平成 29 年度

一般会計決算から

注目事業を

ピックアップ

👈👈 次は
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早く内定を出しても拘束はできず、採用時
期を早めると現役学生が対象にできないな
ど課題があり来年度は従来通りで進めた
い。今後、町の魅力を発信したい。

答

町職員の採用試験
近年、職員採用で内定者からの辞退があり、職
員数の確保が課題となっている。29 年度決算
の監査委員意見でも、面接方法の工夫などで人
材確保への意見が出されている。【事業費ー円】

特別養護老人ホームいちい荘建設への補助
軽米町社会福祉協議会が建設を進める、特別養
護老人ホームいちい荘について、基本設計に要
する経費を町が補助。
　【事業費（29 年度予算措置額）１，８４１万３千円】

防災行政無線のデジタル化
アナログ防災行政無線の老朽化により、デジタ
ル方式に更新するもので、25 年度の親局整備
から順次更新を実施。29 年度は屋外拡声子局
29 局を整備した。【事業費１億７，３１９万円】

今後はどのように発展させていく考えか。

29 年度の来町者は約 1,300 人でリピーター
が多い。引き続き案内所を開設しながら町
ぐるみで、町のファン獲得に取り組みたい。

問

答

町づくり交流推進事業
漫画「ハイキュー !!」に町内風景が登場し聖地
として訪れる観光客への対応として、案内所を
開設。交流イベントなども開催している。
　　　　　　　　　　　　【事業費２６３万円】

来年度の職員採用試験に向けた改善策は考
えているか。町職員の魅力、ひいては町に
魅力が感じられないからではないか。

問

ふるさと納税の推進

117 万円

平成 28 年 10 月から専用ポータルサイ
トからも手続きができようになり、29
年度は 1,353 件、1,781 万円の寄附金が
あった

※金額は 1 万円未満を切り捨てています

携帯電話等エリア
整備事業

携帯電話等が通信できない地区
（八木沢、市野々）に通信施設を

整備し解消に努めた

地域活動支援事業費補助金

地域の自主的、主体的事業への助
成を実施。29 年度は、新たに自主
防災組織への助成枠も創設した

協働参画地域づくり
チャレンジ事業支援金

団体等が自主的・主体的に取り組む事業に支援。29 年
度からスタートアップ事業（2/3 以内、上限 50 万円）と、
ステップアップ事業（同 1/3、30 万円）に見直した

3,946 万円

887 万円

1,014 万円

130 万円

円子地区交流センター整備

老朽化した生活改善センターを新築し地域活動の拠点整備を図った

ふれあい共食事業

町 内 16 地 区 で 延 べ 71 回、1,732
人が参加。1 人暮らしの不安解消や
地域の連帯感づくりに寄与した

1 億 1,557 万円

5,007 万円

地域経済循環創造事業
補助金

閉校した旧笹渡小・中を活用し、レタスな
どを周年栽培する植物工場を新たに誘致。
雇用の場の創出に向けて施設整備費等の一
部を補助した

町営住宅建替団体造成工事

老朽化した町営住宅の更新に向け、29 年度から敷地造成工事を実
施。30 年度から一部建物の建設工事が始まる

3,392 万円

著作権等もあり出版社の対応も厳しいとの
ことだが、町民にはもう一歩踏み込んだ取
り組みはできないのかとの思いがあるが。

権利関係部分の交渉はしていないが、現状
でやれる部分は取り組んでいる。出版社は
町を聖地としておらず積極的なＰＲはでき
ない状況にあることを理解いただきたい。

問

答

デジタル化への進捗状況は。

屋外拡声子局は全 111 箇所を更新予定で、
29 年度までで約４割の更新を終えた。28
年度には折爪岳中継局も整備を終え、事業
全体では半分程度の進捗である。４期事業
となる 30 年度にすべてを完了予定。

問

答

29 年度補助金は、事業を 30 年度に繰り越
して本年度に基本設計が完成した。現在は、
実施設計に向けた協議を進めている。

答

29 年度に基本設計作成に向けた補助金を
補正予算で措置した。その後の進捗状況は
どうなっているか。

問

消滅型の生ごみ処理事業
消滅菌を使用した消滅型生ごみ処理方法につい
て 29 年度から運用を始めた。（収集量 115㌧、
うち消滅型処理 23.7㌧、１日の処理 100㎏、消
滅まで約２週間）　　【事業費５９１万６千円】

生ごみに含まれる水分量や温度管理が難し
く、当初の計画通りにはいっていない。費
用は初年度でもあり焼却処理した場合の約
５倍を要した。他市町村の状況も伺いなが
ら、効率的な方法を模索、検討していきた
い。

答

消滅型処理の生ごみ処理の状況と費用対効
果、今後の見通しは。問

現時点で計画を下回っており変更はない。
県からは、町の希望どおりの内容で過疎債
の借り入れが可能であるとの回答を得た。
具体的な手続きはこれから進める。

答

当初の資金計画から変更点はあるか。また
過疎債活用についての協議、手続きは行っ
ているか。

問

（写真は、モーモーフェスティバル 2018）

（写真は、軽米高校を応援する会
による横断幕の制作）

案内所（写真）を訪れる「ハイキュー !!」ファンは
年間 1,000 人を超え、繰り返し来町される方も多い
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 　  　　　請願審査と臨時会
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（※）９月 7日の本会議で追加提出された議案

　町長わいせつ報道への質問に対
し、町長は完全否定しながら新聞
報道には内容の精査と、町民には
正しい判断をお願いしたいと答弁
された。実直真摯な対応であり、
町政では総合発展計画と町長 7
つの公約が着実に進展されており
一般会計決算の認定に賛成する。

≪９月定例会≫　討論 ９月 14 日の最終本会議での発言要旨を掲載

古舘 機智男 細谷地 多門

　29 年度の町政はメガソーラー
による森林の乱開発、子育て支援
施策の後退、町長わいせつ報道に
よる町のイメージ崩壊などが挙げ
られる。町長わいせつ報道は事実
無根と言うが気持ちに隙があった
のではないか。このままでは町の
将来は危ういと感じるので反対。

　29 年度の一般会計実質収支は
４億８千万円余りの黒字で、町の
行財政運営を評価する。監査結果
には今後に向けた意見はあるが、
概ね適正である。防災無線のデジ
タル化、携帯電話エリアの拡大、
植物工場誘致などの成果もあり、
決算の認定に賛成する。

　町長の政治姿勢について疑問を
感じることから、29 年度一般会
計の認定に反対する。新聞報道さ
れた町長の件について、速やかに
町民に説明するべきであり、県町
村会長として県民に対しても説明
責任がある。町長の対応はいかが
なものかと思うので反対する。

【
議
案
第
１
号
】　　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

【
議
案
第
２
号
】

　

平
成
29
年
度
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定

着実に計画、公約進展今のままでは将来危うい

実質収支の黒字４億円超町長の政治姿勢に疑問

（※）議長は通常、採決には加わらない

対象
議案

山本 幸男

　被保険者の安易な負担増をしない、一
般会計からの法定外繰入を評価する。健
康増進、保健活動に積極的に取り組みを
続け医療費水準の引き下げに努めるとと
もに、今後も保険税の負担が大きくなら
ないよう一層の経営努力を期待し、29
年度決算の認定に賛成する。

古舘 機智男 細谷地 多門

　国民健康保険の短期被保険者証が 29
年度は 68件発行されている。所得が少
ない人、納められない人の医療を奪うこ
とになりかねない。人口が約 32倍の盛
岡市でさえ実質的に発行を止めている。
弱者いじめであり断じて許されないとの
立場から反対する。

被保険者の負担軽減を評価短期被保険者証は許されない

対象
議案

川原木 芳蔵

　賛否が分かれた議案等の
　表決一覧　（賛成：○、反対：×、欠席：欠）

議　員　名　

　
議案名

中
里　

宜
博

中
村　

正
志

田
村　

せ
つ

川
原
木
芳
蔵

上
山　

勝
志

舘
坂　

久
人

茶
屋　
　

隆

大
村　
　

税

松
浦　

満
雄

本
田　

秀
一

細
谷
地
多
門

古
舘
機
智
男

山
本　

幸
男

（※）
松
浦　

求

賛
成

反
対

結
果

議案①　29 年度一般会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 2 認定

議案②　29 年度国民健康保険特別会計決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 2 認定

反 対 賛 成反 対

反 対 賛 成

賛 成反 対

本会議場での討論は議案ごとに、先に反対者、
次に賛成者の順番で行われます。

（※）議長は通常、採決には加わらない。

　≪９月定例会≫案件と 採決結果
番号等 案件内容

本会議の

採決結果
付託先 採決日

同意案① 教育委員会委員の任命（関向玲子氏＝本町、再任）
同意

（賛成多数）

9 月３日
（招集日）

議案①
平成 29 年度一般会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 67 億 4,036 万 9,217 円）　→ P4 参照 認定

（賛成多数） 平
成
29
年
度
軽
米
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特
別
委
員
会

9 月 14 日

（最終本会議）

議案②
平成 29 年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 15 億 2,496 万 2,891 円）　→ P4 参照

議案③
平成 29 年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 8,747 万 5,505 円）　→ P4 参照

認定
（全員賛成）

議案④
平成 29 年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 6,108 万 1,832 円）　→ P4 参照

議案⑤
平成 29 年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
　（歳出決算総額 1 億 4,888 万 1,068 円）　→ P4 参照

議案⑥ 平成 29 年度水道事業会計決算の認定及び利益の処分　→ P4 参照

議案⑦ 平成 30 年度一般会計補正予算③（6,762 万 1 千円の増額補正）　→ P10 参照

可決
（全員賛成）

議案⑧
平成 30 年度国民健康保険特別会計補正予算①
　（2,231 万 5 千円の増額補正）　→ P10 参照

議案⑨
平成 30 年度後期高齢者医療特別会計補正予算①
　（70 万 4 千円の増額補正）　→ P10 参照

議案⑩
平成 30 年度介護保険特別会計補正予算②
　（100 万 3 千円の増額補正）　→ P10 参照

議案⑪（※）損害賠償（公用車事故による車両損害 144 万 802 円を賠償し和解するもの）

議案⑫（※）
平成 30 年度一般会計補正予算④
　（議案⑪に係る 144 万 1 千円の増額補正）　→ P10 参照

請願陳情㉑
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の 1 復元をはかるための、
2019 年度政府予算に係る意見書の提出を求める請願　→ P10 参照

採択
（全員賛成）

総
務
教
育

民
生
常
任

委
員
会

発議案①
教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書
　（請願陳情㉑関連）→ P10 参照

可決
（全員賛成）

発議案② 私学助成の充実を求める意見書

委員会の閉会中の所管事務調査について（次定例会までの間、委員会の調
査活動を認めるもの）

次は👈👈
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 　 　　　６議員の一般質問

　６人が登壇第 27 回定例会

一般質問

※掲載されている質問要旨や回答内容は要約していますのでご了承ください。
※質問・回答の全文は会議録形式で、町議会ホームページにてご覧いただけます。

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます
・同一項目についての再質問は２回までできます
・時間の制限はありません
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第 26 回臨時会
（平成 30 年８月３日開催）

【
議
案
②
】　

30
年
度
一
般
会
計

予
算
を
３
４
８
万
円
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

　
　

※
欠
席
：
舘
坂
久
人
議
員

補
正
額
３
４
８
万
円

【歳入】
・基金繰入金　　　   （財政調整基金繰入金 348 万円）

【歳出】
・火葬場修繕休止時等使用料  （保健衛生費 168 万円）
・林道災害復旧事業測量設計業務委託料
　　　　　 　（農林水産業施設災害復旧費 180 万円）

平成 30 年度一般会計予算の補正

総額 65 億 3428 万円に

※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています

平成 30年度会計別歳入歳出予算（７月 18日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計② 348 万円 65 億 3428 万円

特
別
会
計

国民健康保険 ー 11 億 7500 万円
後期高齢者 ー 9100 万円
介護保険 ー 6805 万円
下水道事業 ー 1億 6910 万円

【
議
案
①
】　

学
校
給
食
運
搬
車

の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
な
車

両
（
２
ト
ン
車
１
台
）
の
購
入

契
約
を
可
決
し
ま
し
た
。

＊
契
約
額　
６
４
５
万
８
４
０
０
円

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

給
食
運
搬
車
を
更
新

第 25 回臨時会
（平成 30 年７月 18 日開催）

町
営
住
宅
の
建
替
地
造
成

【
議
案
①
】　

町
営
住
宅
建
替
団

地
造
成
に
か
か
る
工
事
請
負
契

約
を
可
決
し
ま
し
た
。

＊
契
約
額　

６
３
１
８
万
円

＊
場　

所　

旧
岩
手
県
農
業
試

　
　
　
　
　

験
場
（
萩
田
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【請願陳情第 21 号】
＊件名：「教職員定数改善と義務教育費国庫
　　　　負担制度２分の１復元をはかるた
　　　　めの、2019 年度政府予算に係る
　　　　意見書の提出を求める請願」
＊要旨：現在３分の１となっている国庫負担割合
　　　　を２分の１に戻すよう国に意見書を提出
　　　　してほしい
＊請願者：岩手県教職員組合県北支部
　　　　　支部長　荒木裕之
＊紹介議員：古舘機智男、山本幸男

皆さんからの請願 ・ 陳情の審査結果

採
択
全会一致

意見書提出
衆議院議長、参議院議長
内閣総理大臣、総務大臣
文部科学大臣、財務大臣

【歳入】
・基金繰入金　　　     （財政調整基金繰入金 5624 万円）
・雑入　　　   （生活支援体制整備事業交付金 117 万円）
・町債　（かるまい交流駅（仮称）整備事業債 2800 万円）

【歳出】
・軽米町地域活動支援事業費補助金   （企画費 150 万円）
・８月大雨による農業用及び林業、公共土木施設災害復旧関連費用
　　　  （農林水産業並び公共土木施設災害復旧費 1534 万円）

・林道災害復旧工事費（農林水産業施設災害復旧費 4130 万円）

平成 30 年度一般会計予算の補正

総額 66 億   334 万円に
主な一般会計補正予算の内容（第３号・4 号）

※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています
※表中の○数字は補正措置の回数を表しています

平成 30年度会計別歳入歳出予算（９月 14日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計③④ 6906 万円 66 億   334 万円

特
別
会
計

国民健康保険① 2231 万円 11 億 9731 万円
後期高齢者① 70 万円 9170 万円

介護保険② 100 万円 6906 万円
下水道事業 ー 1 億 6910 万円

主な一般会計補正予算の内容（第２号）

≪９月定例会≫　請願陳情・補正予算

◀軽米町議会
　ホームページ
　 QR コード

次は👈👈

議会の傍聴にお越しください

次回の町議会定例会は

12 月４日開会予定です
※金額はすべて 1万円未満の金額を切り捨てています
※表中の○数字は補正措置の回数を表しています

質問議員 質問事項 関連写真

茶屋　隆
（12 ページ）

　町長 4 期目の町政
　　　７つの約束の進捗と課題を問う

田村せつ
（13 ページ）

　幼児教育
　　　笹渡保育園を統合する考えは

中村正志
（14 ページ）

　ジェネリック日本一と、軽米病院の存続は

　自主防災組織の立ち上げ　期待するものは何か

　一戸・御所野遺跡の世界遺産登録に向けた、
　町の施策はいかに

大村　税
（15 ページ）

　学童の登下校、防犯・安全対策は

古舘機智男
（16 ページ）

　町長のわいせつ報道、反省すべきことはないか

　異常気象への防災対策、見直しの考えは

山本幸男
（17 ページ）

　町長の政治姿勢
　　　町長の事件、町民へ説明を
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【
町
長
】
ま
ず
は
若
者
の

雇
用
の
場
を
確
保
し
た

い
。
そ
の
上
で
ご
提
案
の

安
価
な
住
宅
提
供
や
子
育

て
支
援
を
充
実
さ
せ
た

い
。
祝
い
金
制
度
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一般質問 一般質問

特　

集　

記　

事

９　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

特　

集　

記　

事

９　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

田
た む ら

村 せつ

問子どもたちのため統合を

答 今後のあり方を検討していきたい

笹渡保育園の統合

町長
【
問
】笹
渡
保
育
園
は
統

合
を
し
な
い
で
運

営
さ
れ
て
い
る
が
、
建
物

も
古
く
、
設
備
も
十
分
で

は
な
い
の
が
現
状
で
は
な

い
か
。

【
町
長
】
同
園
は
、
昭
和

47
年
度
に
整
備
さ
れ
45
年

が
経
過
し
た
。
ご
指
摘
の

と
お
り
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
こ
れ
ま
で
も
外
壁

修
繕
や
屋
根
塗
装
を
繰
り

返
し
維
持
修
繕
を
行
っ
て

き
た
。

【
問
】園
児
が
少
人
数
だ

と
行
事
を
や
る
に

し
て
も
集
団
活
動
が
で
き

な
い
で
は
な
い
か
と
心
配

す
る
。
運
営
に
支
障
は
な

い
か
。

【
町
長
】
児
童
数
は
10
名

（
30
年
９
月
５
日
現
在
）

で
、
職
員
は
正
職
員
１
名

に
臨
時
１
名
で
あ
る
。
各

整備から 45 年が経過した笹渡保育園園舎は老朽化が目立ってき
ています

茶
ち ゃ や

屋　隆
たかし

問町長公約の成果と課題は

答 新規雇用 60 名、最重要は子育て支援

町長４期目の町政

町長

【
問
】山
本
町
政
４
期
目

の
公
約
７
つ
の
項

目
の
取
り
組
み
状
況
と
、

今
後
の
課
題
を
伺
う
。

【
町
長
】
農
林
畜
産
業
の

活
性
化
で
は
エ
ゴ
マ
な
ど

の
６
次
産
業
化
と
、
販
売

促
進
に
向
け
た
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
、
ブ
ラ
ン
ド

認
証
制
度
を
立
ち
上
げ

た
。
ま
た
旧
校
舎
活
用
の

植
物
工
場
、
種
鶏
場
新
設

へ
の
助
成
で
町
内
新
規
雇

用
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

少
子
化
対
策
で
は
、
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

【
問
】子
育
て
支
援
と

言
っ
て
も
子
ど
も

が
い
な
く
て
は
意
味
が
無

い
。
若
者
向
け
住
宅
の
施

策
や
矢
祭
町
の
よ
う
な
思

い
切
っ
た
施
策
（
ｐ
18
参

照
）が
必
要
で
は
な
い
か
。

思
い
切
っ
た
施
策
展
開
を

若
者
の
雇
用
を
優
先
し
た
い

問答
町
長

平成 28 年 10 月に稼働を始めた㈱十文字チキンカン
パニーの鶏糞バイオマス発電所（写真）では従業員
25 名のうち 12 名が町内からの雇用

と
乳
幼
児
医
療
費
の
現
物

支
給
を
実
現
。交
流
駅（
仮

称
）
の
整
備
も
進
め
て
い

る
。
保
育
料
の
無
料
化
は

な
ら
ず
と
も
国
基
準
の
４

分
の
１
程
度
の
負
担
に
あ

る
。
若
者
定
住
促
進
住
宅

と
学
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
重
要

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
後
期

高
齢
者
の
健
診
受
診
率
向

上
と
医
療
費
抑
制
に
力
を

入
れ
、
食
事
と
体
力
づ
く

り
の
面
か
ら
健
康
寿
命
の

延
伸
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

雇
用
と
所
得
の
向
上
で

は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

開
所
、
各
太
陽
光
発
電
施

設
の
建
設
に
よ
る
地
元
雇

用
の
ほ
か
資
材
調
達
や
宿

泊
等
で
経
済
効
果
が
生
じ

て
い
る
。
植
物
工
場
を
含

め
た
地
元
雇
用
は
60
名
規

模
に
あ
る
。

　

地
域
活
性
化
で
は
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
ほ
か
芝

桜
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
の

整
備
、
シ
リ
ア
ル
サ
ミ
ッ

ト
開
催
な
ど
で
交
流
人
口

の
拡
大
に
努
め
た
。
地
域

活
動
支
援
補
助
金
を
充
実

行
事
等
は
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
協
力
も
い
た

だ
き
な
が
ら
常
設
保
育
園

と
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】施
設
の
老
朽
化
や

給
食
の
問
題
、
園

児
数
の
状
況
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る

と
統
合
し
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

【
町
長
】
確
か
に
町
内
の

出
生
数
は
平
成
19
年
度
ま

で
年
間
70
人
台
だ
っ
た

が
、
20
年
度
以
降
は
減
少

し
現
在
は
40
人
台
と
な
っ

て
い
る
。
同
園
の
統
合
に

つ
い
て
、
23
年
度
か
ら
25

年
度
に
か
け
て
保
護
者
の

皆
様
と
話
し
合
い
を
行
っ

た
際
、
当
時
は
小
中
学
校

の
統
合
も
あ
り
「
保
育
園

は
当
面
残
し
て
ほ
し
い
」

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
以

来
、
統
合
に
つ
い
て
は
見

送
っ
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
今
後
、
児
童
数
の
減

少
や
施
設
の
老
朽
化
も
更

に
進
む
こ
と
か
ら
、
常
設

保
育
園
と
の
統
合
を
含
め

て
、
同
園
の
有
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。 園児は 10 月から 11 名に。裏山でど

んぐり拾いをしたり、園庭の遊具で
遊ぶ子どもたち

し
、
着
実
に
地
域
活
動
を

活
性
化
さ
せ
て
い
る
。

　

多
様
な
交
流
の
創
造
に

つ
い
て
は
、
山
内
・
円
子

の
各
地
区
セ
ン
タ
ー
を
更

新
。
今
後
も
計
画
的
に
進

め
た
い
。公
共
交
通
で
は
、

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
の

実
現
に
は
至
っ
て
な
い
が

引
き
続
き
検
討
す
る
。

　

行
政
改
革
で
は
町
長
報

酬
の
10
％
削
減
、
百
人
委

員
会
を
は
じ
め
公
聴
制
度

の
充
実
、
機
構
改
革
な
ど

で
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
事
務

効
率
化
を
図
っ
て
き
た
。
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一般質問

中
なかむら

村 正
ま さ し

志

問軽米病院の存続、方向性は

答 次期計画 (　　　　) では現状を維持

一般質問

大
おおむら

村　税
みつぎ

問防犯への対策強化が必要

答 防犯も含めた安全対策を講じたい

【
問
】登
下
校
時
の
防
犯

対
策
・
安
全
の
確

保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
ち
対
応
に
あ

た
っ
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
全
国
的
に
児

童
生
徒
が
巻
き
込
ま
れ
る

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
す

る
な
ど
、
町
、
教
育
委
員

会
等
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
き
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
町
、
教
育
機

関
、
警
察
、
道
路
管
理
者

等
で
構
成
す
る
町
通
学
路

交
通
安
全
推
進
会
議
を
開

催
し
、
危
険
個
所
調
査
と

対
応
策
を
検
討
し
て
い

る
。
今
後
は
防
犯
団
体
に

も
参
加
要
請
し
、
防
犯
の

視
点
も
含
め
た
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

【
問
】各
小
中
学
校
で
の

取
り
組
み
状
況
は

い
か
に
。

【
教
育
長
】
各
小
学
校
で

は
登
校
時
の
安
全
指
導
、

保
護
者
と
教
員
に
よ
る
登

校
指
導
の
ほ
か
、
交
通
安

全
・
防
犯
教
室
を
開
催
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
危
険
個
所

の
チ
ェ
ッ
ク
活
動
な
ど
も

行
わ
れ
て
い
る
。
中
学
校

で
は
登
校
指
導
に
加
え
、

教
職
員
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
同
乗
し
て
の
通
学
路
の

安
全
確
認
、
部
活
動
顧
問

に
よ
る
下
校
指
導
等
を
実

施
し
て
い
る
。

　

小
中
学
校
と
も
不
審
者

登下校時の安全確保 県立軽米病院の存続

町長教育長

特　

集　

記　

事

９　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

特　

集　

記　

事

９　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

【
問
】軽
米
町
が
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
日

本
一
と
聞
く
。
そ
の
経
過

と
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（
以
下
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
」）
の
市
町
村
別

使
用
割
合
が
平
成
28
年
度

に
88
・
９
％
と
日
本
一
と

な
っ
た
。
地
域
の
医
師
会

や
薬
剤
師
会
の
協
力
、
県

立
軽
米
病
院
を
は
じ
め
各

医
療
機
関
で
も
積
極
的
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
奨
め
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

【
問
】更
な
る
町
民
理
解

と
、
医
療
費
削
減

へ
ど
う
取
組
む
。

【
町
長
】
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

使
用
は
医
療
費
抑
制
に
繋

が
り
、
国
も
推
進
し
て
い

る
。
希
望
者
が
意
思
表
示

を
し
や
す
い
よ
う
な
シ
ー

ル
の
配
布
と
、
啓
発
用
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
町
民
へ
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

【
問
】軽
米
病
院
存
続
へ

の
取
組
み
、
今
後

の
方
向
性
は
い
か
に
。

【
町
長
】
二
戸
圏
域
内
の

【
問
】防
犯
対
策
は
地
域

で
の
取
り
組
み
が

重
要
で
あ
る
。
通
学
路
の

見
守
り
体
制
は
現
在
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
対

応
策
は
必
要
な
い
か
。

【
教
育
長
】ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
33
人
と
交
通
指
導
員
、

警
察
を
中
心
に
毎
日
活
動

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
る
。
今
後
は
よ
り
多
く

の
方
に
も
防
犯
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

例
え
ば
、
草
む
し
り
や
散

歩
し
な
が
ら
で
も
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ

け
る
と
大
き
な
力
に
な
る

の
で
、
期
待
し
て
い
る
。

見
守
り
体
制
の
今
後
は

よ
り
多
く
の
協
力
を
期
待
し
た
い

問教
育
長

メ
ー
ル
連
絡
シ
ス
テ
ム
も

構
築
さ
れ
て
い
る
。

情
報
な
ど
を
速
や
か
に
周

知
す
る
、
保
護
者
と
の

【
問
】登
下
校
時
の
防
犯

対
策
・
安
全
確
保

に
つ
い
て
の
町
の
計
画
等

は
策
定
し
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
現
在
は
交
通

安
全
を
中

心
と
し
た

計
画
が
あ

る
が
、
更

に
防
犯
の

視
点
を
加

え
、
登
下

校
時
の
安

全
対
策
の

指
針
と
し

て
い
き
た

い
。

重
要
な
医
療
機
関

で
あ
り
、
毎
年
、

県
等
へ
の
医
療
体

制
整
備
を
要
望
し

て
い
る
。
31
年
度

か
ら
36
年
度
ま
で

の
県
立
病
院
の
次

期
経
営
計
画
（
素

案
）
で
は
現
状
維

持
と
さ
れ
る
。
常

勤
医
の
医
師
派
遣

も
継
続
さ
れ
る
と

伺
っ
て
い
る
。

【
問
】一
戸
・
御
所
野
縄

文
遺
跡
の
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
、
軽
米
町

も
観
光
面
で
取
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
世
界
遺
産
登
録

を
め
ざ
し
て
い
る
「
北
海

道
・
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」

は
一
戸
の
ほ
か
八
戸
・
是

川
石
器
時
代
遺
跡
も
含
ま

れ
、
当
町
は
そ
の
中
間
地

点
に
あ
る
。
近
隣
自
治
体

が
協
力
し
た
取
組
み
が
重

要
で
あ
り
、
機
運
醸
成
に

努
め
た
い
。

【
問
】高
速
Ｉ
Ｃ
を
拠
点

と
し
た
観
光
ル
ー

ト
整
備
な
ど
、
乗
り
遅
れ

な
い
早
め
の
対
策
を
。

【
町
長
】
多
方
面
か
ら
意

見
、
情
報
を
収
集
し
て
参

り
た
い
。

組
織
に
期
待
す
る
も
の
は

避
難
呼
び
掛
け
と
安
否
の
確
認

問答
町
長

【
問
】自
主
防
災
組
織
の

設
置
状
況
は
。

【
町
長
】
７
月
末
現
在
で

40
・
３
％
、
４
月
１
日
で

は
33
市
町
村
の
32
番
目
。

【
問
】自
主
防
組
織
に
何

を
期
待
す
る
か
。

【
町
長
】
平
常
時
に
は
訓

練
や
避
難
場
所
等
の
確

認
。
発
災
時
に
は
避
難
の

呼
び
掛
け
や
安
否
確
認
等

い
た
だ
き
な
が
ら
、
救
助

や
避
難
所
運
営
へ
の
協
力

も
期
待
し
て
い
る
。

自主防災組織

観
光
振
興
へ
の
取
組
み
を

近
隣
と
の
連
携
・
協
力
が
必
要

問答
町
長

世界遺産登録

平成 31 年度
　～ 36 年度

登下校時の安全対策に重要な役割を担っているスクール
ガード見守り隊（写真）は今後の充実強化が課題

ジェネリック医薬品の利用で医療費削減効果も期待さ
れます（写真は県立軽米病院）
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一般質問 　  　　　研修レポート
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山
や ま も と

本 幸
ゆ き お

男

一般質問

古
ふるだて

舘 機
き ち お

智男

問反省すべきことはないか

答 根拠無く、非難される事由はない

町長のわいせつ報道

町長

特　

集　

記　

事

９　

月　

定　

例　

会

特　

別　

委　

員　

会

一　

般　

質　

問

議　

会　

活　

動

【
問
】町
長
の
わ
い
せ
つ

報
道
が
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
。
町
長
は
事
実

無
根
、
虚
偽
の
告
訴
と
発

言
し
て
い
る
が
真
相
は
。

【
町
長
】
完
全
な
事
実
無

根
で
、
そ
う
し
た
事
実
は

一
切
な
い
。

【
問
】告
訴
状
は
受
理
さ

れ
た
の
か
。

【
町
長
】
報
道
の
よ
う
な
、

私
を
被
疑
者
と
す
る
告
訴

が
さ
れ
た
と
い
う
事
実
確

認
は
で
き
て
い
な
い
。

【
問
】県
政
記
者
ク
ラ
ブ

か
ら
の
会
見
要
請

に
は
応
じ
ず
、
個
別
対
応

す
る
の
は
な
ぜ
か
。

【
町
長
】
要
請
は
な
い
。

そ
も
そ
も
町
政
に
関
係
の

な
い
事
実
無
根
の
こ
と
な

の
で
、
会
見
の
必
要
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】記
事
は
目
を
そ
む

け
た
く
な
る
内
容

で
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
失

し
た
。
町
長
と
し
て
反
省

【
問
】８
月
16
日
の
大
雨

で
雪
谷
川
ダ
ム
が

越
流
し
川
が
増
水
し
た
。

下
流
域
へ
の
情
報
伝
達
に

落
ち
度
は
な
か
っ
た
か
。

【
町
長
】
越
流
想
定
の
約

１
時
間
前
に
県
及
び
二
戸

警
察
署
に
連
絡
し
、
15
分

前
の
同
日
午
前
５
時
55
分

に
川
沿
い
の
各
警
報
局
か

ら
急
な
増
水
へ
の
事
前
周

知
を
行
っ
た
。
越
流
は
想

定
よ
り
や
や
早
い
６
時
５

分
に
始
ま
っ
た
。

【
問
】大
雨
や
高
温
な
ど

異
常
気
象
が
多
発

し
て
い
る
。
防
災
面
か
ら

も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
、

山
林
開
発
の
見
直
し
を

計
画
・
法
令
に
基
づ
き
対
応

問答
町
長

す
べ
き
点
は
な
い
か
。

【
町
長
】
町
の
イ
メ
ー
ジ

損
失
を
懸
念
し
、
遺
憾
に

感
じ
て
い
る
。
報
道
機
関

に
は
事
実
関
係
を
十
分
精

査
し
掲
載
い
た
だ
き
た

い
。
根
拠
の
な
い
こ
と
で

あ
り
私
自
身
非
難
さ
れ
る

事
由
は
一
切
な
い
。

【
問
】日
本
社
会
全
体
が

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ

ハ
ラ
へ
の
意
識
が
遅
れ
て

い
る
。
町
男
女
共
同
参
画

計
画
推
進
も
含
め
、
町
長

の
所
感
を
伺
う
。

問町長の事件、町民へ説明を

答 事実無根、町政に無関係で必要ない

【
問
】山
本
町
長
の
事
件

に
つ
い
て
７
月
19

日
と
20
日
に
新
聞
報
道
さ

れ
て
か
ら
、
議
会
に
説
明

が
あ
っ
た
の
は
８
月
３
日

の
臨
時
議
会
で
あ
る
。
こ

う
し
た
問
題
は
町
民
、
議

会
に
対
し
て
速
や
か
な
説

明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
報
道
さ
て
い
る

告
訴
内
容
は
事
実
無
根
で

あ
り
、
刑
事
告
訴
さ
れ
た

犯
罪
事
実
が
存
在
す
る
か

ど
う
か
は
、
司
法
手
続
き

を
経
て
判
断
さ
れ
る
も
の

と
考
え
る
。
し
か
も
内
容

が
公
務
と
は
無
関
係
の
行

為
に
つ
い
て
で
あ
り
、
町

政
に
は
関
係
な
く
町
議
会

へ
の
説
明
は
必
要
は
な
い

と
考
え
る
。
む
し
ろ
町
政

に
無
関
係
の
議
論
を
、
町

議
会
で
行
う
こ
と
は
町
政

の
停
滞
を
招
く
と
懸
念
し

て
い
る
。

【
問
】岩
手
県
町
村
会
の

会
長
と
し
て
、
関

係
者
へ
の
説
明
は
行
っ
た

の
か
。

【
町
長
】
町
村
会
で
の
説

明
等
は
し
て
い
な
い
。

【
問
】４
次
会
ま
で
行
っ

た
店
で
町
長
は
話

し
を
し
た
と
い
う
が
、
具

体
的
に
何
を
し
た
の
か
。

【
町
長
】
疲
れ
も
あ
る
中
、

私
を
囲
む
会
に
出
席
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
話
し

を
聞
こ
う
と
、
酒
は
控
え

め
に
し
て
い
た
。
告
訴
し

新聞報道は７月 19 日と 20 日に掲載され
ました（写真はイメージで、本文とは直
接関係ありません）

町長の政治姿勢

町長

る
又
は
誤
解
が
あ
れ
ば
誤

解
を
解
く
こ
と
は
町
長
と

し
て
当
然
で
は
な
い
の

か
。

【
町
長
】
繰
り
返
し
に
な

る
が
、
告
訴
の
犯
罪
事
実

が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は

司
法
手
続
き
を
経
て
判
断

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

名
誉
棄
損
で
訴
え
る
の
か

事
実
が
不
明
で
方
針
は
未
定

問町
長

た
と
推
測
さ
れ
る
方
は
普

段
か
ら
町
に
対
し
て
の
要

求
が
多
く
、
そ
の
店
で
も

そ
の
方
の
話
を
１
時
間
程

度
聞
い
て
い
た
。

【
問
】新
聞
報
道
は
一
個

人
に
つ
い
て
で
は

な
く
、
町
長
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
説
明
を
す

【
問
】毅
然
と
し
た
態
度

で
臨
む
と
の
こ
と

だ
が
そ
の
中
身
は
何
か
。

名
誉
棄
損
で
訴
え
る
な
ど

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
態

度
を
取
る
つ
も
り
か
。

【
町
長
】
弁
護
士
に
も
相

談
し
て
い
る
。
実
際
に
告

訴
が
提
出
さ
れ
た
か
否

か
、
誰
が
告
訴
を
行
っ
た

の
か
の
事
実
関
係
が
明
ら

か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
現

時
点
で
の
方
針
は
決
定
し

て
い
な
い
。

異常気象対策

山
林
開
発
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】
農
山
漁
村

再
エ
ネ
法
に
基
づ
く

基
本
計
画
で
は
開
発

の
上
限
を
林
野
面
積

全
体
の
10
％
と
し
、

現
状
は
下
回
っ
て
い

る
。
山
林
開
発
に
際

し
て
は
、
森
林
法
等

に
基
づ
き
指
導
に
努

め
て
い
く
。

メガソーラーによる山林開発の見直しが必要ではないで
しょうか（写真は、本年５月の太陽光発電事業の現地調査）

次は👈👈

【
町
長
】
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
の
撲

滅
に
向
け
取
組
む

必
要
が
あ
る
。
一

方
で
誤
っ
た
風
評

や
冤
罪
を
生
ま
な

い
こ
と
も
重
要
。

町
民
の
皆
様
に
は

正
し
い
目
と
耳
を

も
っ
て
、
情
報
を

判
断
い
た
だ
き
た

い
。
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 　  　　　町政調査会の報告

これが大事！　寄居町の研修で感じ、思ったこと
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９　
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✿研修月日　平成 30 年８月 22 日（水） ～ 24 日（金）

✿場所と研修テーマ
　　　　　　①福島県矢祭町：自立宣言のまちづくり
　　　　　　②福島県浪江町：原発被害からの復旧復興
　　　　　　③宮城県南三陸町：大震災の復興状況視察

✿参加委員　松浦満雄、茶屋　隆、松浦　求、上山勝志

研修レポート①　　　　　　　総務教育民生常任委員会

行
革
で
自
立
を
選
択

　

平
成
の
大
合
併
の
波
が

押
し
寄
せ
る
中
、
い
ち
早

く
「
合
併
し
な
い
宣
言
」

で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
福

島
県
矢
祭
町
。
18
年
が
経

過
し
た
今
を
視
察
し
た
。

　

行
財
政
改
革
と
し
て
職

員
・
議
員
定
数
の
削
減
、

議
員
報
酬
の
日
当
制
導
入

（
日
額
３
万
円
）、
補
助
金

等
の
見
直
し
な
ど
を
実

施
。
一
方
で
子
育
て
支
援

策
と
し
て
、
誕
生
祝
い
金

　矢祭町は行財政改革に力を
入れ、財政調整基金が 35 億
円を超える成果を上げてい
る。一方で長年の行革で職員
は疲弊している印象があり、
一辺倒な取り組みだけではい
けないと感じた。
　原子力災害の浪江町は、復
興期間の 10 年での復興は到
底困難である。津波被害のみ
の南三陸町との復興の差も感
じた。今後の町づくりにとて
も参考となった。

帰
還
希
望
は
半
分
に

　

現
在
は
第
二
次
復
興
計

画
の
も
と
、
町
総
合
戦
略

と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
。
し
か
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
の
帰
還
す

る
と
の
回
答
は
半
分
に
。

風
評
被
害
も
相
ま
っ
て
ま

ち
づ
く
り
は
困
難
を
極
め

て
い
る
。
役
場
周
辺
を
核

と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
整

備
を
進
め
て
い
る
。

浪江町では大震災津波被害で辺り一面草地となった
現場を視察。震災前の写真と比較し説明いただいた

（写真左手奥は、放射線汚染物専用の焼却施設）

福島県浪江町（なみえまち）
■居住人口 805 人　■世帯数 527
■面積 223㎢　■議員定数 16 人
■ 30 年度一般会計当初予算約 268 億円　
　福島県の浜通りに位置。東日本大震
災で 15 ｍを超える津波が襲った。原
発事故の放射線量の増加で町内全域が
避難区域に指定される。震災当時の人
口は約 2 万 1 千人、7671 世帯だった
が、現在の居住人口は 800 人余りに。

全国から４０万冊を超える本の寄贈を受けた「矢祭もったいない
図書館」（矢祭町＝写真）は旧武道館を改修し整備しました

議会報編集常任委員会　　　　　　　　　　　　　研修レポート②

を
第
１
・
２
子
に
各
10
万

円
、
３
子
１
０
０
万
円
、

４
子
１
５
０
万
円
、
５
子

以
降
に
２
０
０
万
円
を
支

給
。
窓
口
業
務
の
３
６
５

日
実
施
や
、
職
員
自
宅
の

出
張
役
場
な
ど
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
っ
た
。
現

在
は
企
業
誘
致
と
結
婚
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

職
員
の
自
治
意
識
が
高

い
と
感
じ
た
が
、
過
度
の

行
革
は
そ
の
士
気
の
低
下

の
恐
れ
も
あ
る
と
感
じ
る

一
面
も
あ
っ
た
。

81
％
が
帰
宅
困
難

　

福
島
県
浪
江
町
で
は
、

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震

災
津
波
で
被
害
を
受
け
た

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
放
射
線
量
の
影
響
で
、

町
内
全
地
域
が
避
難
区
域

に
指
定
さ
れ
た
。
29
年
３

月
末
に
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
た
が
、
山
沿
い
の
面

積
に
し
て
81
％
は
未
だ
帰

宅
困
難
地
域
に
あ
る
。

　　　　　日本一の議会報は議会全
　　　　員の総結集の賜。取材力と
迅速な寄稿で読みたくなる広報紙へ
の熱意に圧倒。住民参加とコミュニ
ケーションは議会活性化にも繋が
る。日本一の議会報は日本一の議会
力と感じた。〔副委員長　中村正志〕

議会力も日本一

　　　　　寄居町議会は毎年のよう
　　　　に全国コンクールで入賞す
るだけあり、広報への意気込みを感
じました。町民インタビューにも労
を惜しまずアタックする姿勢と、私
たちの広報紙にも指摘をいただきと
ても勉強になりました。〔田村せつ〕

意気込みを感じた

　　　　　　読者に手に取って見て
　　　　　もらう、多くの町民の顔
写真を載せ、興味を引く努力が素晴
らしい。議会広報も新たな手法を用
い日進月歩している。我が町も専門
的なアドバイスを受けられる業者選
定の必要性も感じた。〔松浦満雄〕

専門的視点も必要

　　　　　　これが町議会の広報紙
　　　　　なの？　と思うほど多く
の町民が掲載される寄居町議会広報
の紙面と取材力はスゴイ！　町民の
議会報に対する関心が高まると同時
に、声を聴く機会にもなりとても良
いやり方だと感じた。　〔中里宜博〕

町民の声聴く紙面

　　　　　「聴く！動く！」の躍動感
　　　　ある紙面からも寄居町議会の
活動が伺える。多くの町民が議会や町
政に関心を持つ広報活動、町民の意見・
要望を取り上げる広聴活動と得るもの
が多い。全国上位入賞を目標に議員全
員で取組みたい。〔委員長　茶屋　隆〕

広報広聴活動が一体

　　　　　　今回の研修を通じて、他
　　　　　町村議会との直接、情報交
換ができてとても良い機会となった。
特にも寄居町議会では、広報委員のみ
ならず全議員が広報広聴に取り組む姿
勢、議会の態勢がすばらしいと感じた。
ぜひ参考としたい。　　〔川原木芳蔵〕

全議員で取組む姿勢

講師２名による「読み手に伝わる文章」
「デザイン力でもっと伝わる議会広報」
がテーマ。簡潔な文章表現と見出しと
イラスト・写真の活用で伝えることが
重要である。別の講師からは全国最優
秀の寄居町、川西町の議会広報をクリ
ニック解説いただき参考となった。

　町民参加の広報紙づくりを学ぶ
➊全国町村議会広報研修会
　　□ 10 月 10 日 ( 水 )
　　□東京都　シェーンバッハ・サボー

福島県矢祭町（やまつりまち）
■人口 5,847 人　■世帯数 2,059　■面積 118㎢　
■議員定数 10 人　■ 30 年度一般会計当初予算 46 億円　
　福島県の最南端に位置。市町村合併をしない矢祭町宣言
をし自立する町づくりを進めている。子どもから高齢者ま
ですべての町民が住み続けたいと思う郷土づくりをめざす。
４つの工業団地を有し５つの工場が操業する。

平成 29 年度の全国町村議会広報コ
ンクールで最優秀賞に輝いた埼玉県
寄居町議会でも研修させていただい
た。一冊の広報紙に約 30 人もの町
民が登場する紙面づくりには、住民
から協力と議会と住民との信頼関係
も必要。議員の個々の情熱と議会一
体となった広報紙づくりは驚きとと
もに新たな発見のある研修だった。

寄居町議会の議会広報広聴特別
委員会の委員８名から議会広報
紙への熱い情熱を感じました

➋埼玉県寄居町議会（先進地視察）　  □ 10 月 11 日 ( 木 )　□埼玉県寄居町議会 ◀
合
計
30
人
の
町
民
コ
メ
ン
ト
を
写
真
付

き
で
掲
載
す
る
寄
居
町
議
会
広
報
紙
「
お

元
気
で
す
か
寄
居
議
会
で
す
（
№
89
）」

行革の長短を実感

居
住
人
口
は

800
人

▲矢祭町 HP
　QR コード

▲
浪江町 HP
QR コード

▲寄居町 HP
　QR コード

松
まつうら

浦満
み つ お

雄
総務教育民生常任委員長

報　告

次は👈👈

６委員の
コメント

全国の町村議会広報担当者が集まった研修会場は熱気に包まれていました
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 　  　　　追跡　あの「検討します」は…どうなった

岩手県 立軽米病院 町議会町政調査会

糖
尿
病
治
療
で
は
今
や

県
北
広
域
の
医
療
機
関
に

　

軽
米
病
院
は
常
勤
医
師

３
名
、
派
遣
医
師
１
名
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
（
８

月
21
日
時
点
）。
全
国
的

な
医
師
不
足
の
中
、
常
勤

医
が
減
り
ま
し
た
が
、
県

の
奨
学
金
制
度
に
よ
り
若

い
医
師
の
配
属
が
増
え
て

お
り
、
軽
米
病
院
に
も
１

名
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
前
か
ら
糖
尿
病
治
療
に

力
を
入
れ
て
い
て
、
町
内

ば
か
り
で
な
く
県
北
地
区

か
ら
の
患
者
さ
ん
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
存
続
に
は
、
医

師
の
確
保
や
経
営
状
況
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
か
ら
の

信
頼
や
地
元
か
ら
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と

の
こ
と
。

　

こ
れ
か
ら
も
支
え
合
い

の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

町
議
会
町
政
調
査
会
（
本
田
秀
一
会
長
）

は
８
月
21
日
、
岩
手
県
立
軽
米
病
院
（
横
島

孝
雄
院
長
、
以
下
「
軽
米
病
院
」）
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
軽
米
病
院
の
現
状

を
横
島
院
長
か
ら
お
聞
き
し
た
ほ
か
、
葛
西

敏
史
副
院
長
、
小
笠
原
雄
参
与
、
菊
地
健
治

事
務
局
長
、
伊
藤
ゆ
か
り
総
看
護
師
長
か
ら

も
出
席
い
た
だ
き
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

常
勤
医
は
３
名

横島院長（右から２番目）から軽米病院の現
状についての講話をいただき始まった懇談会

次は👈👈

　

町
の
現
状
課
題
と
し

て
、
少
子
高
齢
化
、
若
者

の
雇
用
創
出
の
ほ
か
高
い

肥
満
率
と
自
殺
率
を
横
島

院
長
は
指
摘
。一
方
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

割
合
が
日
本
一
と
の
お
話

し
も
伺
い
ま
し
た
。

　

軽
米
病
院
で
は
10
年
ほ

　久慈地区斎場（設置者：久慈広域連合）と九
戸村斎場を８月 28 日に視察しました。久慈地
区斎場は、広域４市町村の共同設置で平成 25
年度に開所。火葬炉、待合室とも３組分設けら
れ燃焼設備は最新のものが導入されています。
　九戸村斎場の火葬炉は１基で、町が計画する
火葬場整備の同規模施設とされています。

　 流 し 踊 り に こ と し も
10 人が参加。浴衣は町
役場と同じ黄色と紺を基
調にした、色鮮やかなも
のに新調しました。

馬子にも衣装。町
議会ホームページ
からも議会だより
をご覧いただけま
す。

４年連続
秋まつり流し踊りに出場

　軽米病院の環境整備ボラン
ティア活動は、ことしで５年
目。議員のほか、町シルバー
人材センターの皆さんからも
お手伝いいただき、中庭の剪
定、花壇の草取り、駐車場周
辺の草刈りと高所作業車を
使って高い樹木の枝払いなど
を手分けして行いました。

５年連続
県立軽米病院環境整備に 50 人

シルバー人材セ
ンターの皆さん
にはかないませ
ん。パワーはさ
すがです。

２つの斎場を視察

広い待合スペースでゆったりくつろげる久慈地区斎場（上写真）は、
駐車場スペース（右上写真）も約 80 台分確保されています

９月 16 日

７月 21 日

８月 28 日

８月 21 日

町の課題とともに軽米病院
の将来について考えました

糖
尿
病
患
者
を
受
入

町政調査会の活動報告

◀軽米町議会 HP

産業建設常任委員会　　　研修レポート③

軽米尊坊ソーラーの進捗を調査

　本年５月に起工式が執り行
われた軽米尊坊ソーラー新設
工事の進捗状況を調査した。
雪谷川ダムフォリストパーク・
軽米近くの総面積約 114 ヘク
タールで、最大発電量 40 メ
ガワットの規模を計画。着工
後間もない時期ではあったが、
主に伐採作業が行われており、
６月末現在の伐採作業は 13％
の進捗、事業全体では 0.5％程
度の状況であった。

伐採作業が進められる軽米尊坊ソーラー新設
工事（調査日時点の様子）

大
おおむら

村　税
みつぎ

産業建設常任委員長

報　告

✿調査月日　平成 30 年７月 19 日（木）
✿場　　所　軽米町大字小軽米字尊坊
✿テーマ　　軽米尊坊ソーラー新設工事の現地調査
✿参加委員　大村　税、山本幸男、本田秀一
　　　　　　川原木芳蔵、中村正志、中里宜博
✿オブザーバー　古舘機智男、茶屋　隆

合計で４か所計画されている調整池の場所の説明を受けました
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 　 　　　町民インタビュー
　　　　　　　　　かるまい町に住んでみて
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一　
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質　

問

追　

跡　

・　

検　

証

議長交際費
７月 １件  　３，０００円
８月 ２件  　６，０００円
９月 １件  　３，０００円

町 議 会 の 動 き
（平成 30 年７月～９月の主要な行事）

月 日 曜 行　　事　　名

７
　
月

３ 火 パークゴルフはつらつ大会〔町政調査会〕
５ 木 二戸地区広域行政事務組合視察研修（千葉県、～６日）
９ 月 二戸地区広域行政事務組合臨時会（二戸市）
10 火 岩手県町村議会議長会政務調査会、視察研修（～ 11 日）
13 金 議会報編集委員会
17 火 議会運営委員会

18 水 第 25 回軽米町議会臨時会
議会報編集委員会

19 木 産業建設常任委員会・町内視察
21 土 県立軽米病院環境整備〔町政調査会〕
23 月 北部地区町村議会議員研修会・情報交換会（岩泉町）

25 水 カシオペア連邦議会議員協議会総会・研修会（二戸市）
かるまい議会だより第 214 号発行

26 木 町村議会夏季議員大学講座（県議長会主催、盛岡市、～ 27 日）
27 金 特別養護老人ホームいちい荘夏まつり

８　
月

１ 水 議会運営委員会

３ 金 第 26 回軽米町議会臨時会
町政調査会幹事会

４ 土 音更町長、議会議長表敬訪問（音更町）

６ 月 晴山遺族会夏季戦没者慰霊祭
北部地区町村議会議長会 県議会要望活動（盛岡市）

８ 水 北部地区町村議会議長会 県政要望活動（久慈市）
15 水 軽米町成人式
21 火 県立軽米病院と町議会との懇談会〔町政調査会〕
22 水 総務教育民生常任委員会視察研修（福島県、宮城県、～ 24 日）

24 金 岩手情報文化研究会（盛岡市）
総務大臣講演会・懇親会（盛岡市）

月 日 曜 行　　事　　名

８
月

27 月 議会運営委員会

28 火 町政調査会全体会・斎場視察（久慈市、九戸村）
議員全員協議会

29 水 岩手県町村議会議長会中央重点要望活動（東京都）
30 木 岩手・秋田・山形合同中央研修会（東京都、～ 31 日）

９
月

３ 月 第 27 回軽米町議会定例会本会議（会期；～ 14 日）

５ 水 定例会一般質問
議会運営委員会、総務教育民生常任委員会

７ 金 定例会一般質問
産業建設常任委員会

10 月 平成 29 年度軽米町一般会計歳入歳出決算等審査特別委員会（～ 12 日）

12 水 議会運営委員会
議会報編集委員会

14 金 定例会最終本会議
議会報編集委員会

15 土 軽米町敬老会、軽米秋まつり（～ 17 日）
16 日 軽米町消防演習、軽米音頭流し踊り〔町政調査会〕
19 水 特別養護老人ホームいちい荘敬老会
26 水 岩手県町村議会議長会 定例理事会、臨時総会、 政務調査会（盛岡市）
27 木 議会報編集委員会
28 金 町村議会議員シンポジウム（盛岡市）

あの 「検討します」 は…

　　　どうなった？⑧
検証

平成 29 年 3 月定例会

　特別委員会での質問から

　　　　　　Pick up!

追跡
ミル・みるハウスの屋外トイレ

　24 時間開放できないか問
答

　利便性向上の観点から夜間、休館日も屋外トイレが
使えるようにできないかと、これまで幾度も議論され
てきた。施設の管理上、今まで以上の見回りや清掃な
どが必要になること、夜間使用時のモラルも危惧され
ることから実現を見合せていた。試験的な開放も行い
ながら、30 年度からの指定管理契約の更新に向け所
要経費を予算化。ことし４月から 24時間の利用がで
きるようになった。
　また、29 年度には屋根・外壁塗装と洋式便座への
交換も行われ快適な利用に向け改善されている。

　30 年度からの指定管理契約の中に 24 時間開放した場合の
　費用を計上し、同年４月から実施している

その後は…

　議員の質問に対して「検討する」などと回答
したものが、その後どのように対応し、どうなっ
ているのかを追跡し、検証するコーナーです。

設備更新や塗装などが施され利便性が向上
したミル・みるハウスの屋外トイレ

報
酬
は
月
額
制

　
議
員
報
酬
は
月
額
制
で
、

期
末
手
当
の
支
給
が
可
能
と

さ
れ
る
。
議
会
活
動
の
実
態

か
ら
自
治
法
上
は
他
の
委
員

会
委
員
等
の
非
常
勤
職
員
と

は
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

過
去
に
は
20
万
５
千
円
も

　
現
在
の
議
員
報
酬
月
額
は

平
成
19
年
10
月
か
ら
摘
要
さ

れ
て
い
る
。
最
高
月
額
は
同

10
年
４
月
か
ら
15
年
11
月
ま

で
の
20
万
５
千
円
。
県
内
町

村
議
会
の
最
高
最
低
額
は
、

紫
波
町
の
24
万
８
千
円
と
九

戸
村
の
16
万
５
千
円
。

？　議会のはてな？
　　しくみを教えて！ № 16

議 員 報 酬
  ぎ い ん ほ う し ゅ う

利用者のモラル等、施設管理態勢が課題
30年度に向け経費等積算し検討したい

　元町議会議員の山田仁三
郎さん（88 歳＝写真）が平
成 30 年 ６ 月 １ 日、 旭 日 単
光章（地方自治功労）を受
章されました。
　山田さんは町議会議員を
昭和 54 年５月から連続３
期、12 年間務められ、その
間、産業建設常任委員長を
２年間、町政調査会長を２
年間それぞれ歴任しました。

おめでとうございます

旭日単光章

▲軽米町議会の
　ホームページ
　 QR コード

議長交際費は議長等が町議会を代表して総会等の行事へ参加
する際の経費です。詳しくは町ホームページをご覧ください。

次は👈👈

洗浄機能付き洋
式便座で快適に

　　　　古舘 機
き ち お

智男 議員

〔主な略歴〕
昭和 54 年初当選、議員通算９期目
教育民生常任委員長（H3.5 ～、１期２年）
総務常任委員長（H9.5 ～、１期２年）
議会運営委員長（H5.5 ～、通算５期 10 年）
総務大臣感謝状受賞（H30.10.26）

総務大臣感謝状
地方議会議員 35 年以上

山 田 仁
に さ ぶ ろ う

三郎 さん

（仲軽米）

議
員
は
19
万
５
千
円

　
議
員
報
酬
の
額
と
支
給
方

法
は
町
条
例
で
制
定
。
議
員

は
月
額
19
万
５
千
円
の
ほ
か

議
長
は
同
26
万
２
千
円
、
副

議
長
は
21
万
９
千
円
。
６
月

と
12
月
に
は
期
末
手
当
が
合

計
で
３・
２
５
月
分
支
給
さ

れ
る
。
報
酬
額
の
決
定
に
は

通
常
、
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
な
ど
を
経
て
議
会
に
条
例

改
正
案
が
提
出
さ
れ
る
。
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かるまい町に住んでみて
畠山 公志 さん

我
が
家
は
バ
ス
ケ
一
家

☟
現
在
の
生
活
・
暮
ら
し
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
？

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
高
校

か
ら
始
め
て
今
で
も
続
け
て
い

ま
す
。
長
男
と
長
女
も
ミ
ニ
バ

ス
を
や
っ
て
い
る
の
で
バ
ス
ケ

一
家
で
す
ね
。
自
分
も
町
協
会

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
興
味
あ

る
方
、ぜ
ひ
い
ら
し
て
下
さ
い
。

子
ど
も
の
遊
び
場
を

☟
町
が
も
っ
と
住
み
良
く
な
る
た
め

に
は
何
が
必
要
で
す
か
？

　

町
中
に
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
、
学
校
、
銀
行
な
ど
近
く

に
何
で
も
あ
る
の
で
普
段
の
生

活
に
不
便
は
感
じ
て
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
助
成
は

助
か
り
ま
す
し
、
保
育
料
が

も
っ
と
安
く
な
れ
ば
良
い
で
す

ね
。
欲
し
い
の
は
子
ど
も
の
遊

び
場
。
雨
で
も
遊
べ
る
屋
内
施

設
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
屋
外
バ

ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
も
！　

各
施

設
の
駐
車
場
が
広
い
と
も
っ
と

使
い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

契
機
は
里
帰
り
出
産

☟
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

　

妻
の
実
家
が
軽
米
で
、
出
産

の
た
め
里
帰
り
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
そ
の
ま
ま
暮
ら
し
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
結
婚
し

て
か
ら
し
ば
ら
く
は
二
戸
市
内

で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

遠
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ

☟
町
に
住
む
前
の
印
象
は
い
か
が

で
し
た
か
？

　

子
ど
も
の
頃
、
軽
米
の
親
戚

や
フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク
に
よ
く

遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
が
、
遠

い
と
こ
ろ
だ
な
あ
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
も
仕
事
や
友
人
の
と
こ
ろ
に

来
る
機
会
も
あ
り
、
そ
の
頃
は

ま
さ
か
自
分
が
結
婚
し
て
こ
こ

に
住
む
よ
う
に
な
る
と
は
想
像

も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　
二戸市出身　35 歳（向川原）
妻・長男・長女・次男・義父・義母の７人家族

　　はたけやま 　こうじ　　

　　町民インタビュー Vol. ⓭

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に

来
ら
れ
た
方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会

議
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

委 員 長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

茶屋　　隆
中村　正志
松浦　満雄
川原木芳蔵
田村　せつ
中里　宜博
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か
る
ま
い

 

議
会
だ
よ
り

議
会
報
編
集
常
任
委
員
会

　　　　　　　　長男・  琉
るい

羅  君　　　　次男・  稜
りょう

央   君　　　　　長女・  笑
れみか

佳   さん　

軽米町議会だよ
りはこちらから


